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3-2-4 施工計画

3-2-4-1 施工方針

本計画は日本国の無償資金協力の枠組みで実施されることを想定し、施工方針とし

て下記の事項を考慮する。

－ 雇用機会の創出、技術移転の促進、地域経済の活性化に資するため、現地の労

務者、資機材を最大限に活用する。

－ 本計画が円滑に実施されるようにウガンダ政府、コンサルタント、建設業者間に緊

密な連絡体制を確立する。

－ 現場の降雨形態、資機材調達に必要な期間、適切な施工方法の採用等を考慮し

現実的な施工計画を立案する。

－ 現況交通流を遮断せず、不都合が生じないような現場作業工程を立案する。

－ 工事完了後、保守補修体制および運用面での技術移転の方法を立案し、その一

環としてウガンダ政府技術者の研修等ソフト面の強化も含まれる。

3-2-4-2 施工上の留意事項

計画実施に際しての留意すべき事項を以下に示す。

(1) 労働基準の尊重

建設業者はウガンダ国の現行建設関連法規に遵守し、雇用に伴う適切な労働

条件や慣習を尊重し、労働者との紛争を防止すると共に安全を確保するものと

する。

(2) 工事期間中の環境保全

現状の環境保全を前提に土取場開発、残土処理、盛土工事、舗装工事等開

発行為で発生する粉塵、濁水などの公害要因は、ウガンダ政府の公害防止等の

法令に準拠して工事を実施する。ウガンダ国環境庁 (NEMA: National

Environmental Management Agency)による本計画に関わる環境面影響調査

（EIA）のコメントを本施工計画に反映させるものとする。NEMA により指摘された

環境配慮事項を以下に再掲する。

－ 排水溝は土壌やゴミの流入を防ぐため、出来得る限り蓋つきまたは管

型とする。

－ 交差する未舗装道路からの土壌流入を防ぐため、未舗装道路の交差

部周辺を舗装する。

－ 土取場の環境保全には十分留意し、その実施に関わる法令的手続き

は施行業者の責任で行なう。

－ カンパラ市中心部ナキブボ水路と 6号道路(6th road)の間に予定される
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仮設ヤードは 2003年 8月完了予定の世銀による工事により解決される

予定である。

－ 道路沿道の植樹により、騒音や排気ガスを緩和する。

－ 歩車分離帯として設置される構造物は景観保全のため破損しにくい構

造とする。

－ 市内に点在する湿地帯の環境保全とヴィクトリア湖の水質保全に留意

する。特に工事中の汚水対策には十分配慮する。

(3) 現場の厳重な警備の必要性

本計画はほぼ市中心部で実施される工事であり、工事に関わる要員の安全お

よび夜間資材及び機材盗難防止を確実なものにするために、ウガンダ国政府に

よる特別警備の提供を要請する。

(4) 現地慣習の尊重

施工計画の立案に際し、現地の宗教上および現地慣習に従った作業日程を

作成する。

(5) 通関事情

内陸国であるウガンダ国は、日本あるいは第三国から調達されるすべての建

設資機材は隣国ケニア国経由で搬入される。従って、輸送、荷下ろし及び通関

手続き等の所要日数を十分に考慮した施工計画を立案する。

(6) 交通解放での工事

本工事では、既設道路の改修であるため、交通を開放しながら工事を行う必

要がある。十分な用地幅のない所では、片側交互通行で交通を開放することに

なる。このような状況下において、交通規制、通行車両および歩行者の円滑な誘

導、工事現場の安全性確保のために交通警察、公共事業住宅通信省

（MOWHC）、カンパラ市（KCC）の協力を要請する。

(7) 工事箇所の最適施工順位の決定

工事実施に際しナテテ道路ガバ道路それぞれの道路区間の特性を十分考慮

し、施工計画を策定し不効率な工事を回避せねばならない。このため非効率な

作業員配置、作業重機配置および資材計画を避け、効果的な施工順位を設定

し、最大の効率が得られる作業工程を立案する。

3-2-4-3 施工区分

本プロジェクトを実施するにあたり、日本およびウガンダ両国政府のそれぞれ負担事

項の概要については以下のとおりである。
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(1) 日本側の施工負担範囲

1) 施設の建設

－ 「3-2-2 基本計画」で示された施設の建設

－ 上記に関する交通安全施設工事

－ 仮設施設等（キャンプヤード、事務所等）の設営

2) 資機材の調達

－ 「3-2-4 施工計画」で示された道路建設資材および建設機械の調達

3) 安全対策

－ 工事実施に係る安全管理および対策

4) コンサルタント業務

－ 実施設計を行うと共に、入札･契約書の作成、「3-2-4 施工計画」で示された

入札の補助及び工事の施工監理

(2) ウガンダ国側の施工負担範囲

1) 土地収用および補償物件

－ 「3-2-4 施工計画」で示された施設の建設に必要な用地の確保、および本プ

ロジェクトに支障となる建物等の補償及び撤去

2) 公共施設の移設他

－ 仮設施設ヤード（キャンプヤード、事務所、プラント等敷地）の無償提供。

－ 「3-2-4 施工計画」で示された施設の建設に必要な採石場、土採場などの提

供

－ 監督要員の配置とその事務所、交通手段、経費の確保

3) 安全対策

－ 仮設施設および工事箇所周りの警備

4) その他

－ 日本人および第 3 国人（ウガンダ国民以外）の入国、滞在などに対しての便

宜供与

－ ウガンダ国政府が課す関税、国内税、その他税政上の課徴金等の免除ま

たは支払行為
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3-2-4-4 施工監理計画

(1) コンサルタント業務の実施工程

本事業の実施にあたっては、まず日本およびウガンダ両国政府間で本事業の無償

資金協力に係わる交換公文(E/N)の締結が行なわれることが前提となる。公文締結後コ

ンサルタントは JICA より発給される推薦状を基に日本の無償資金協力の範囲及び実

施手順に従い、ウガンダ政府の実施機関である MOWHC とコンサルタントとの間で入

札補助業務および施工監理に関わるコンサルタント業務契約を結ぶ。コンサルタント契

約に含まれる主な業務内容を以下に示す。

1) 入札図書作成段階

基本設計調査報告書の結果に従い工事契約図書の作成を行い、MOWHCの

承認を得る。

－ 設計基準

－ 設計報告書

－ 設計図

－ 数量計算及び積算

－ 施工計画

－ 入札図書

2) 工事入札段階

MOWHC はコンサルタントの補佐の下、公開入札により日本国籍の工事業者

を選定する。またこの公開入札およびその後の工事契約に参加するウガンダ国

政府により人選された代理人は工事契約に係わる全ての承認権をもつ者と技術

分野の判断が可能な者である必要がある。コンサルタントは下記の役務に関し

MOWHC を補佐する。

－ 入札公示

－ 事前資格審査

－ 入札説明会及び現場説明

－ 入札評価

－ 契約交渉

3) 施工監理段階

日本国政府による工事契約の認証を受け、コンサルタントは工事業者に対し

工事着工命令を発行し、施工監理業務に着手する。施工監理業務では工事進

捗状況を MOWHC、現地日本大使館等に直接報告すると共に施工業者には作

業進捗、品質、安全、支払いに関わる事務行為および技術的に工事に関する改
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善策、提案等の業務を行う。また必要に応じ在ウガンダ日本大使館、ウガンダ政

府および JICA に対し報告・調整・協議を行なう。

(2) 実施体制

1) 入札図書作成および入札業務補助の実施体制

コンサルタントによる入札補助業務は入札図書作成を含む。本プロジェクトは

日本国の無償資金協力によるものであることを念頭におき、入札業務では下記

の事項に留意する。

－ 規約書は国際基準に従うものとする。

－ 技術仕様書は、十分な品質を確保する事を主眼に置き作成する。

－ 現状に適合した施工方法を心がける。

－ ウガンダ国の工事仕様書を十分考慮する。

－ 業務実施担当技術者は当基本設計に携わった者より人選する。

入札図書作成業務要員および入札業務補助に係わる要員配置は基本設計

調査に係わり設計内容を熟知した要員を主体とする。

業務主任： 業務が円滑に遂行されるための企画・調整業務、入札図書取

りまとめ、および入札業務の責任者

入札図書作成： 基本設計内容に基づき、工事発注図の取りまとめ、技術仕様

書の作成、工事契約書等入札図書の作成

入札業務： 工事発注図書の作成、事前審査書類の作成および入札業務

2) 施工監理の実施体制

施工監理常駐監理者は無償資金協力の経験を有する道路技術者を派遣する。

また業務主任は各工事段階の筋目に派遣し業務調整作業等を行う。各工事段

階で必要と考えられる技術者の役割を以下に示す。

業務主任： 業務が円滑に遂行される為の調整業務及び技術的管理業務

常駐技術者： 日常管理業務及び工程管理業務

電気施設技術者：信号施設に対し現場で発生し得る相違事項での対処

(3) 工事施工計画

1) 仮設工事

－ 仮設ヤード

第 1期の交差点改良で提供されたブゴロビ道路補修センターは低地部に

あり雨期に冠水の恐れがあることから、市内 6 号道路（6th Road）に面する

KCC 所有の資材置き場(Engineers Deposit)が建設ヤードとして提供される
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予定である。この仮設ヤードは、隣接するナキブボ水路が世銀により改良さ

れたため雨期に冠水する心配が少ない。このヤードはガバ道路の起点とな

るキブリ交差点に近いこと、およびナテテ道路には都心部を経由する道路

により容易にアクセス可能なため、ここに建設業者事務所、資機材置き場、

コンクリート 2 次製品の製作場等の仮施設を設置することは適当である。こ

の仮設ヤードの面積は約 5,000m2である。

Gaba Rd.

Natete Rd.
KCC Engineer’s Depo

Masajja

Mutundwe

Construction Yard
Borrow Pit

図 3-11  建設ヤード位置図

－ 仮設電力及び飲料水

世銀の援助により 2001 年に完成した第 2 オーエンスフォールダムにより、

カンパラの電力事情は大幅に改善された。しかしながら万一の場合に備え

て工事用電力はウガンダ電力庁（UEB）からの優先供給が受けられるよう確

約を取り付けた。また非常時および不足電力に備えて発電機を併設する。

飲料水は公共水道およびボトルウォータを使用し、工事用水は既設の井戸

や河川の漂流水を利用するものとする。

2) 本体工事

－ 施工順序

工事箇所の地域性、地形の制約および両対象道路がカンパラ市民の重

要な生活道路であることから判断して、工事中の交通の切り回しおよび工事

中の全面的交通遮断は現実的でないと考える。このため施工順序は図 3-

12 に示すように道路敷き内(Right of Way: 30m)の余剰地を利用して拡幅部

から施工を始め、拡幅部完了後、現道部を片側より順次施工して行く方法
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を採り、交通及び歩行者の安全を確認しかつ完全交通遮断を伴わない施

工計画法を導入する。

図 3-12  工事手順図

－ 工事管理

本実施計画は現地業者を積極的に活用するため、日本の建設業者によ

る十分な品質管理および工程管理が必要となる。このため本実施計画では

現地業者が担当する工事について中間検査の頻度および工程管理を密に

行うよう日本の建設業者を指導し十分な品質を確保するものとする。

－ 工事中の交通管理

本実施計画では基本的に交通の全面遮断下での工事方式は採用しない。

現状交通を開放しながら工事を行うためには安全対策工に加えカンパラ市

および交通警察等の協力を得て安全な交通流の確保を行なう。
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3-2-4-5 品質管理計画

本道路設計はウガンダ国の Road Design Manual(Nov-’94 MOMTC)を基本に設計さ

れた。しかしウガンダ国にはこれに対応する品質管理基準が整備されていない。このた

め、本プロジェクトの品質管理は、設計思想に基づき表 3-35に示す品質管理計画に従

って行うものとした。

表 3-35  品質管理項目一覧表（案）

項目 試験方法 試験頻度 備考
路盤(砕石) 配合材料 液性限界、塑性指数（< ﾌﾙｲ No.4） 配合毎

粒度分布（配合）

骨材強度試験(TFV)
骨材密度試験

最大乾燥密度(締固め試験）

敷設 密度試験（締固め率） 1 回/日
ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ 材料 瀝青材 品質保証書 材料毎

・ﾀｯｸｺｰﾄ 保管・散布時の温度 配送毎

ｱｽﾌｧﾙﾄ 材料 瀝青材 品質保証書・成分分析表 材料毎

骨材 粒度分布（配合） 配合毎、1 回/月
吸水率 材料毎

骨材強度試験(TFV)
配合試験 安定度 配合毎

フロー値

空隙率

骨材空隙率

引張強度(Indirect)
残留安定度

設計アスファルト量

舗設 混合時の設定温度 適宜

敷きならし時の温度 運搬毎

サンプリング・マーシャルテスト 1 回/日程度

ｺﾝｸﾘｰﾄ 材料 セメント 品質保証書、化学・物理試験結果 材料毎

水 成分試験結果 材料毎

混和剤 品質保証書、成分分析表 材料毎

細骨材 絶乾比重 材料毎

粒度分布、粗粒率

粘土塊と軟質微片率

粗骨材 絶乾比重 材料毎

薄片含有率

粒度分布（混合）

硫化ナトリウム診断(損失質量)
配合試験時 圧縮強度試験（供試体 Cube） 配合毎

打設時 スランプ(Concrete) 1 回/日
温度 1 回/日

強度 圧縮強度試験（7 日,28 日）

1 回/日 or 50m3

以上

鉄筋 材料 品質保証書、引張試験結果 ロット単位
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3-2-4-6 資機材調達計画

(1) 建設資材調達

ウガンダ国内においては、道路工事に関わる資材は信号および照明を除いてはほと

んどが調達可能である。プロジェクト対象路線がカンパラ市内であるため、カンパラ市

内近郊にあるプラントで外販されているアスファルト混合物や生コンクリートの利用が可

能である。以下に主要建設資材の調達可能先を示す。

表 3-36  建設資材の可能調達先

項　　目
ウガン

ダ国
日本国

第三

国
備考

アスファルト ○

骨材 ○

アスファルト混合物 ○

生コンクリート ○

セメント ○ ○ ケニア産も一般的に流通している。

セメント用添加材 ○ ○

鉄筋（構造用） ○

型枠用木材 ○

マーキング用ペイント ○

デリニエーター ○

軽油 ○

ガソリン ○

信号および付帯設備 ○

照明 ○ ○ ランプ・支柱（今回は協力対象外）

照明用付帯設備 ○ 分電盤等（今回は協力対象外）

アスファルトプラント

カンパラ市近郊では、フェデリチ・スターリング(Federici-Stirling)社とスペンコン

(Spencon)社がアスファルトプラントを所有している。それぞれの生産能力および所在地

は以下のとおりである。

表 3-37  アスファルトプラント

社名 生産能力(最大) 所在地

フェデリチ・スターリング社 100ton/hr カンパラ市東 30km
スペンコン社 50ton/hr カンパラ市西 25km

このうち、現在、スターリング社のみがアスファルト・コンクリートの外販を行っている。

スターリング社の生産能力（年間 30 万トン）の面から、十分に本プロジェクトに対しての

供給能力（必要量 7,000 トン程度）があると判断し、アスファルト・コンクリートは既存プラ

ントから購入するものとして計画をする。
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コンクリートプラント

カンパラ市近郊では、アヨボコ(Ayouboco)社、スペンコン(Spencon)社、セメンタース

(Cementres)社の 3 社がコンクリート・バッチングプラントを所有している。このうち、アヨボ

コ社とセメンタース社が生コンクリートの外販を行っている。それぞれの生産能力および

所在地は以下のとおりである。

表 3-38  コンクリート・バッチング・プラント

社名
生産能力

(最大)
平均月間販売量 所在地

アヨボコ社 30m3/hr 2,000-3,000m3 カンパラ市東 10km
セメンタース社 60m3/hr 1,000m3程度 カンパラ市北７ｋｍ

スペンコン社 30m3/hr (年内稼動予定) カンパラ市西 25km

信号

現在、カンパラ市内に設置されている信号は 7 交差点であり、それらの信号機の製

造元は日本製(3 交差点)、インド製(3 交差点)、ドイツ製(1 交差点)となっている。7 信号

交差点のうち、恒常的に稼動している信号交差点は4交差点のみである。この内訳は、

日本製(3 交差点、100%稼動)、ドイツ製(1 交差点)となっている。日本製が設置されて

いる 3 交差点は 2000 年の第 1 期工事で改良された交差点である。信号機の維持管理

を担当する KCC によると、日本製信号機の耐久性、信頼性と維持管理および信号制

御の変更の容易さの点から優位性があり、日本製の信号機に対する評価は高い。

道路照明

道路照明は、カンパラ市内に 2750 本程度が設置されている。このうち、日本国の援

助した第一期工事で設置された台湾製の道路照明を除いては、大部分が現地製（た

だし、ランプ・支柱等の材料は輸入で、組立のみ現地製）である。維持管理の容易さお

よびコスト面から、現地製の道路照明の採用することが望ましいと考える。ウガンダ政府

は 2001年にキブエ交差点周辺部に自助努力により道路照明を設置した実績があり、こ

の実績から判断して道路照明についてはウガンダ側負担行為とする。

(2) 建設機械調達

カンパラ市内には現在のところ専門のレンタル建設機械会社は存在しない。しかし、

地元の大手建設業者は道路建設用の建設機械を自社で所有しており、レンタルが可

能である。
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表 3-39  主要建設機械の調達

項　　目 能　　力 ｳｶﾞﾝﾀﾞ国 日本国 第三国

ブルドーザー 15t ○

ショベル 1.4 m3 ○

ダンプトラック 8.0t ○

バックホウ 0.6 m3 ○

振動ローラー 3.0t～4.0t ○

ロードローラー 10.0t ○

グレーダー 3.1m ○

乳剤散布車 2,000 lit ○

コンクリートミキサー 3.0m3 ○

トレーラー 40.0t ○

レーンマーカー 2.0lit/min ○

アスファルトフィニッシャー 2.5～5.0m ○

3-2-4-7 実施工程

コンサルタント業務（入札補助業務および施工監理業務）および本体工事に関わる

交換公文(E/N)締結後、直ちにコンサルタントは公共事業住宅通信省との間でコンサル

タント業務に関わる契約を締結し、本事業を公式に無償資金協力事業として着手する。

コンサルタントはウガンダ政府の行う入札業務の補助作業として、入札書類の準備、建

設業者の資格審査、入札、業者選定、工事契約等の入札に関わる一連の業務を補助

する、この業務は約 3 ヶ月を要する。その後工事請負業者はウガンダ政府と工事契約

をとり交わし、日本国政府に工事内容の承諾を得た後、工事請負業者はコンサルタント

より発給される第１期工事の着工命令書を受け工事に着手する。緊急性の高いナテテ

道路を第 1期工事として行い、その工事期間は 8.5ヶ月を予定する。1期工事の翌年度

にガバ道路を 6.5 ヶ月の工期で改修する。本事業の実施形態は 2 期分けした単年度

（繰り越し案件）案件での実施が適切であると考えられる、実施スケジュールは表 4-40

に示すとおりである。

表 3-40  実施スケジュール（案）

　　　項　　　目 月

閣議決定 ▼ ▼

交換公文締結(E/N) ▼ ▼

コンサルタント契約・認証 ▼ ▼▼

入札図書準備

入札図書承認 ▼ ▼

PQおよびPQ承認 ▼ ▼

現説図渡し ▼ ▼

入札 ▼ ▼

入札評価／承認

業者契約 ▼ ▼

業者契約の認証 ▼ ▼

▼

▼

▼

▼

▼

17 18 19 20 2115 16 22 2310 11 13 141281 2 3 4 5 6 7 9

契
　
約

入
札
・
契
約

工事期間　第1期　ナテテ道路(8.5カ月)

工事期間　第2期　ガバ道路(6.5カ月)
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3-3 相手国分担事業の概要

本事業実施に関するウガンダ国政府の負担事項の区分は以下のとおりである。

－ 本計画実施工事支障物件撤去および移設工事（電気、電話、上下水道、家屋等）

につき、ナテテ道路は 2003 年 5 月、ガバ道路は同 11 月までに完成させる。

－ 本計画実施工事区域以遠（道路敷き幅 30m）の排水流末処理

－ 本計画実施に必要な土取り場、採石場、キャンプヤード等の用地確保及び造成

工事

－ 銀行手数料の負担（支払授権書（AP）手続き、支払い手続き）

－ 第三国人（ウガンダ国民以外）の入国、滞在等に対しての便宜供与

－ ウガンダ国政府が課す関税、国内税、その他財政上の課徴金等の免除または支

払い行為

3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画

本プロジェクト完成後、道路を健全に維持するために必要な維持・管理作業の内容

と頻度は以下に示すとおりである。

表 3-41  維持管理計画

分類 頻度 作業内容

舗装の維持管理
3 回/年 わだち掘れ、ひびわれ、ポットホールおよび段差の

補修

路面のオーバーレイ 1 回/10 年 オーバーレイ

排水溝の維持管理 2 回/年 堆砂除去

信号機の維持管理 2 回/年 ランプの清掃及び電気系統の状況点検

路面標示の維持管理 1 回/年 再塗布

3-5 プロジェクトの概算事業費

3-5-1 協力対象事業の概算事業費

本計画を日本の無償資金協力により実施する場合必要となる日本側負担額は約 7.1

億円となり、先に述べた日本とウガンダ国との負担区分に基づく双方の経費内訳は、表

3-42、表 3-43 に示すとおりである。
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(1) 日本側負担経費

表 3-42  日本側負担経費

（金額単位：百万円）

事業費区分 第 I 期 第 II 期 合計

(1) 建設費 324.8 307.0 631.8
ｱ．直接工事費 239.8 240.9 480.7
ｲ．現場経費 49.7 34.7 84.4
ｳ．共通仮設費等 12.1 9.3 21.4
ｴ．一般管理費 23.2 22.1 45.3

(2) 機材費 - - -
(3) 設計・施工監理費 43.9 34.2 78.1

合計 368.7 341.2 709.9

(2) ウガンダ国負担経費

表 3-43  ウガンダ国負担経費の内訳

（単位：百万ｳｶﾞﾝﾀﾞｼﾘﾝｸﾞ）

No. 項目 第 1 期 第 2 期 合計

1 土地収用

(a) 補償費 2,275 1,800 4,075
(b) 撤去費 25 30 55
公共サービス施設の移転費

(c) 電気 250 300 550
(d) 電話 200 200 400
(e) 上水・下水道 250 300 550

小計 3,000 2,630 5,630
2 関税・税負担

(a) 燃料 82 62 144
(b) その他 743 557 1,300

小計 825 619 1,444
3 施設費

(a) 建物 12 9 21
(b) 信号機無停電対策・道路照明 116 119 235
(c) その他 12 9 21

小計 140 137 277
4 銀行手数料 25 19 44
5 一般管理費 121 91 212

合計 4,111 3,496 7,607
円価換算額(百万円) 543

(3) 積算条件

  積算時点 平成 14 年 9 月

2) 為替交換レート US$ 1 = 124.88 円

US$ 1 = U.Shs 1,750
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ナテテ道路 8.5 ヶ月

ガバ道路 6.5 ヶ月

3) 施工期間

2 期分けによる工事とし、各期に要する入札業務、工事の期間

は、表 3-40 に示したとおり。（期分け単年度案件）

4) その他 本計画は日本国政府の無償資金協力の制度に従い実施され

るものとする。

3-5-2 運営・維持管理費

維持管理作業に必要な費用は、1年度毎にUS$74,000（128.6百万ウガンダシリング）、

また 10 年毎或いはそれ未満に行うオーバーレイは US$114,000（200 百万ウガンダシリ

ング）と見積もられる。従って、平均すると毎年約 US$85.000（149 百万ウガンダシリン

グ）となり、2002／03 年度の道路維持管理費 US$43.56 百万（762 億ウガンダシリング）

の約 0.2％となる。

表 3-43  維持管理費

分類 年間頻度 概算維持管理費

舗装の維持管理 3 回 US$22,000 （38.6 百万 U.Shs.）
路面のオーバーレイ 10 年に 1 回 114,000 （200 百万 U.Shs.）
排水溝の維持管理 2 回 15,000 （25.7 百万 U.Shs.）
信号機の維持管理 2 回 15,000 （25.7 百万 U.Shs.）
照明機器の維持管理 2 回 15,000 （25.7 百万 U.Shs.）
路面標示の維持管理 1 回 7,000 （12.9 百万 U.Shs.）
平均年間維持管理費 ‐ 85,000 （149 百万 U.Shs.）
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第4章 プロジェクト実施により期待される効果

4-1 効果

(1) 直接効果

本計画の実施により、道路部および交差点の交通容量が拡大され、交通量の増加

および交差点処理能力の向上が図られる。ナテテ、ガバ両対象道路の１日当たりの交

通量は現在の約 11,000 台/日から 2 年後の完成時には約 12,500 台/日、また完成後 5

年には 15,700台/日とそれぞれ現在の 14%, 43%の増加することが予測される。また、現

在無信号の交差点が信号化された場合には、交差点内滞留時間は現在の平均約3分

から約 1 分に短縮されることが、第１期計画で実施された 3 交差点の実績より予測でき

る。

表 4-1  プロジェクトの直接効果

平均交通量の増加 （単位：台/日) 交差点滞留時間の短縮 （単位：分）

現在

(2002)
完成後

(2004)
完成後 5 年

(2009)
現在

(2002)
完成後

(2004)
完成後 5 年

(2009)
ナテテ道路 7,100 7,900 10,000 3 1 1

ガバ道路 13,000 14,700 18,500 3 1 1

加重平均合計 11,000 12,500 15,700 - - -

また、本計画で実施される排水施設の改良により、道路本体の劣化進行は抑制され、

これにより長期的にみた道路維持・管理費用は削減されることになる。

(2) 間接効果

本計画の実施により、市内交通流が改善されると同時に以下のような社会・経済的効

果が期待される。

a) 土地利用の高度化と都市経済の活性化

本道路整備により対象道路沿線での商業機能や業務機能の新規立地により、

都市型の土地利用が促進される。

b) 交通安全および交通安全意識の向上

本道路整備で導入される信号交差点、歩道、歩車分離施設、交通安全標識

等により、交通事故の予防効果が高まるばかりでなく、市民の交通安全意識も向

上する。

c) 公共交通のサービス改善

交通の整流化とバスベイの設置によりカンパラ市の市民の足として使われてい

る小型バスによる公共交通サービスが改善される。これらの小型バスは主に中産

階級以下の市民によって使われているため、その社会的インパクトは大きい。
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(3) 裨益人口

本プロジェクトの直接的裨益地域はカンパラ市全域におよび、その裨益人口は約

120 万人と推計される。

4-2 課題・提言

本道路改良プロジェクトはカンパラ市内の交通流の改善に大きく貢献するものと思わ

れる。またウガンダ国の治安の良さ、技術的水準から判断してその実施は滞りなく行わ

れよう。しかし、本プロジェクトの効果を発現していくためには以下に示すような、ウガン

ダ政府による自助努力を必要とすると考える。

－ 適正な維持管理の実施

－ 交通意識の高揚政策（交通規則の徹底、交通教育など）の導入

－ 適切かつ秩序だった交通行政と交通管理の導入

またカンパラ市においては我が国ばかりでなく世銀や外国のドナーにより,都市交通

の改善計画が実施されており、これらドナー間で視点を同じくするプロジェクト効果の育

成策が重要である。具体的には本プロジェクトの道路維持管理や交通管理を単独なも

のととして扱うのではなく、他プロジェクトとのバランスを考えて効果を相乗するよう交通

政策の導入が効果的であると考える。

4-3 プロジェクトの妥当性

本プロジェクトはカンパラ市の北部地域と西部地域を都心部を迂回せず直結するナ

テテ道路の改良および沿線での都市化の進展が著しいガバ道路の改善から成る費用

対効果の高いプロジェクトである。また本プロジェクトのコンポーネントとしてナテテ道路

上のバクリ交差点とガバ道路上のキブリ交差点の信号交差点化による交通隘路の解消

を目的とするものであり、走行時間や走行費用削減において多大な経済効果をもたら

すものである。

一方、本計画は歩車道分離帯の設置、歩道の整備、交通標識の設置による交通安

全対策、道路排水の完全整備さらには沿道の植樹による環境対策などを含むものであ

り、都市内交通の整流化のみならず、沿線の安全向上や都市空間でのアメニティ向上

を導く優良案件と考える。

4-4 結論

本プロジェクトは、前述のような多大な効果が期待される。これらは単に自動車利用

者ばかりでなく歩行者や沿道住民を含む全市民層に便益をもたらすものである。プロジ

ェクト完成後はウガンダ側の自助努力により適正な維持管理や道路交通管理を実施し、

本プロジェクトの効果を最大限に享受していくことを期待する。
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資料－１ 調査団員・氏名

1-1 現地調査　 （平成 14年 3月 30日～平成 14年 5月 13日）

1 総括：杉山　茂

国際協力事業団　無償資金協力部業務第三課職員

2 業務主任/道路交通計画：松田　和美

日本工営/日本技術開発共同企業体（日本工営）

3 照査技術者：松沢　勝文

日本工営/日本技術開発共同企業体（日本工営）

4 道路設計/自然条件：犬塚　功

日本工営/日本技術開発共同企業体（日本工営）

5 舗装調査/設計：高橋　宏明

日本工営/日本技術開発共同企業体（日本技術開発）

6 施設設計：田口　宣幸

日本工営/日本技術開発共同企業体（日本技術開発）

7 交通管理/交通安全：前田　哲哉

日本工営/日本技術開発共同企業体（日本工営）

8 施行計画/積算：関　康一郎

日本工営/日本技術開発共同企業体（日本工営）

1-2 概要説明　 （平成 14年 7月 21日～平成 14年 7月 31日）および

           (平成 14年 8月 11日～平成 14年 9月 1日）

1 総括：倉科　芳朗

国際協力事業団　無償資金協力部業務第三課課長代理

2 業務主任/道路交通計画：松田　和美

日本工営/日本技術開発共同企業体（日本工営）

3 道路設計/自然条件：犬塚　功

日本工営/日本技術開発共同企業体（日本工営）

4 施行計画/積算：関　康一郎

日本工営/日本技術開発共同企業体（日本工営）



資料－2 調査工程

資料 2.1 現地調査

月日 団員移動内容 宿泊地 調査内容
1 3/30 土 杉山団長 松田、犬塚団員日本発 機中
2 3/31 日 杉山団長 松田、犬塚団員カンパラ着 ｶﾝﾊﾟﾗ 内部打合せ
3 4/1 月 Discussion with at EOJ, MOWHC, KCC " 日本大使館、公共事業省、ｶﾝﾊﾟﾗ市と協議
4 4/2 火 " 日本大使館、公共事業省と協議
5 4/3 水. " 現地調査
6 4/4 木 " 公共事業省と協議
7 4/5 金 " 公共事業省と協議、日本大使館報告
8 4/6 土. " 現地調査
9 4/7 日. 杉山団長カンパラ発 " 資料整理

10 4/8 月. " 再委託調査の準備
11 4/9 火 " 交通調査企画
12 4/10 水. " 環境影響調査の設計
13 4/11 木 " 道路現況調査
14 4/12 金 " 道路現況調査
15 4/13 土 " 資料整理
16 4/14 日. 高橋、関、前田、田口団員日本発 " 内部打合せ
17 4/15 月 高橋、関、前田、田口団員カンパラ着 " 内部打合せ
18 4/16 火 " 現地調査（道路ｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘ、排水施設、積算資料収集

等）
19 4/17 水. " 　　　　"
20 4/18 木. " 公共事業省にて打合せ
21 4/19 金. " 現地調査、資料収集
22 4/20 土 " 交通調査票の作成
23 4/21 日 " 資料整理
24 4/22 月. " 現地調査、交通調査
25 4/23 火 " 現地調査、交通調査
26 4/24 水 " 現地調査、交通調査
27 4/25 木. " 現地調査、交通調査
28 4/26 金. " 日本大使館との協議
29 4/27 土. " 収集資料整理
30 4/28 日 " 資料整理
31 4/29 月 " 現地調査（地質、地形、排水施設、積算資料収集等）
32 4/30 火 " 　　　　"
33 5/1 水 " 　　　　"
34 5/2 木 " 　　　　"
35 5/3 金 " 　　　　"

36 5/4 土 " 収集データの解析
37 5/5 日. " 資料整理
38 5/6 月 " 資料解析
39 5/7 火. " 資料解析
40 5/8 水 " 資料解析
41 5/9 木. " 公共事業省での協議
42 5/10 金 " 日本大使館への報告
43 5/11 土 松田、犬塚、高橋、関,前田,田口団員ｶﾝﾊﾟラ

発
機中

44 5/12 日 松田、犬塚、高橋、関,前田,田口団員ﾛﾝﾄﾞﾝ
着

"

45 5/13 月 松田、犬塚、高橋、関,前田,田口団員東京着 日本



資料 2.2 概要説明

月日 団員移動内容 宿泊地 調査内容
1 7/21 日 倉科団長 松田団員日本発、犬塚団員カン

パラ着
機中

カンパラ（犬塚）
2 7/22 月 倉科団長 松田団員カンパラ着、 カンパラ 日本大使館、公共事業省、カンパラ市、財務省

表敬
3 7/23 火 " 日本大使館、公共事業省、カンパラ市と協議
4 7/24 水 " 公共事業省にて協議
5 7/25 木. " 公共事業省にて協議、現地調査
6 7/26 金 " 公共事業省にて協議、現地調査
7 7/27 土 " 現地調査、内部打合せ
8 7/28 日. 倉科団長、松田団員カンパラ発ナイロビ

着、
ナイロビ

カンパラ（犬塚）
移動
現地調査（犬塚）

9 7/29 月 倉科団長、松田団員ナイロビ発
犬塚団員カンパラ発

機中
機中

JICAケニア事務所にて報告（倉科団長、松田団
員）

10 7/30 火 倉科団長、松田、犬塚団員ロンドン着 "
11 7/31 水 倉科団長、松田、犬塚団員東京着 "

.
１ 8/11 日 松田、関団員日本発 機中
2 8/12 月 松田、関団員カンパラ着 カンパラ 公共事業省にて協議
3 8/13 火 " 大使館表敬

公共事業所にて協議
4 8/14 水 " 設計・現場状況照合調査（支障物件）
5 8/15 木 " 設計・現場状況照合調査（支障物件）
6 8/16 金 " 設計・現場状況照合調査（支障物件）
7 8/17 土 " 内部打合せ
8 8/18 日. " 補足調査（交通、電力調査）準備
9 8/19 月. " 公共事業省にて協議

10 8/20 火. " 電力事情調査
11 8/21 水 " 電力事情調査
12 8/22 木 " 補足交通調査
13 8/23 金. " 公共事業省にて協議、補足交通調査
14 8/24 土 " 調査結果の整理
15 8/25 日 松田団員カンパラ発ドバイ着 機中（松田）

カンパラ(関)
調査結果の整理

16 8/26 月. 松田団員ドバイ発バンコク着 "機中（松田）
カンパラ（関）

排水設計等照合

17 8/27 火. 松田団員東京着 カンパラ 排水設計等照合
18 8/28 水 " 排水設計等照合
19 8/29 木 " 公共事業省にて協議
20 8/30 金 関団員カンパラ発ナイロビ着(AM)

関団員ナイロビ発(PM)
機中 JICAケニア事務所にて調査結果の報告

21 8/31 土 関団員ロンドン着 機中
22 9/1 日 関団員東京着 日本



資料－3 関係者（面会者）リスト

在ウガンダ日本国大使館

三木 達也 ： 公使

岩間 創 ： 書記官

JICAウガンダ JOCV調整員事務所

津川 智明 ： 調整員

橋口 三千代 ： 調整員

JICAケニア事務所

大塚 正明 ： 所長

松浦 信一 ： 次長

仁田 知樹 ： 次長

川野辺 浩 ： 所員

公共事業住宅通信省（MOWHC: Ministry of Works, Housing and Communication）

Mr. C.M. Muganzi ： Permanent Secretary
Eng. W. Lutaaya ： Engineer in Chief
Mr. B. Kasimbazi ： Under Secretary
Eng. P. Ssebanakitta ： Commissioner of Road
Eng. A.O. Mugisa ： Assistant Commissioner
Eng. A. Onen ： Principal Engineer of Development
Eng. Charles Sabiiti ： AG. Principal Engineer of Engineering Department
Eng. Arne Poulsen ： Road Sector Adviser
Mr. G. Magala ： Civil Engineer and Coordinator
Mr. Opio Olanyae ： Senior Engineer and Coordinator
Nelson Omagor ： Principal Environmental Officer of Environmental Liaison Units

カンパラ市政府（KCC: Kampala City Council）

Mr. A. Byandala ： City Engineer and Surveyor
Mr. R.S. Kinyera ： Deputy Engineer and surveyor
Mr. G. Mwesigye ： Surveyor, Town General
Mr. F. Rwego ： Secretry for works LC-V
Mr. M. Waiswa ： Principal Electrical Engineer
Mr. F. Lubowa ： Charman for Works LC-V
Mr. Inaiswa Mnuvwario ： Principal Electrical Engineer

財務・計画・開発省（MOFPE: Ministry of Finance, Planning and Economic Development）

Mr. C. M. Kassami ： Permanent Secretary
Mr. S. Kinyera ： Deputy Engineer and Surveyor







資料－5 協議議事録（M/D）

(1) Minutes of Discussion (April 4, 2002)

(2) Minutes of Discussion (July 25, 2002)





































資料－6 事業事前評価表

1.協力対象事業名協力対象事業名協力対象事業名協力対象事業名 ウガンダ共和国　第２次カンパラ市内幹線道路改善計画

2.我が国が援助することの我が国が援助することの我が国が援助することの我が国が援助することの

必要性・妥当性必要性・妥当性必要性・妥当性必要性・妥当性

(1) 我が国が援助することの必要性・妥当性我が国が援助することの必要性・妥当性我が国が援助することの必要性・妥当性我が国が援助することの必要性・妥当性

ウガンダ政府は 1996 年から公共投資計画(PIP)を策定し、以下を開発目標として

整備を急いでいる。

・経済成長と貧困の撲滅

・持続的な経済成長

我が国は 1997 年、我が国の ODA 大綱をウガンダ側に説明すると同時にウガン

ダ側の開発ニーズを踏まえ、今後の援助の重点分野を下記の４項目に置き、援

助を実施している。

・基礎インフラ

・人的資源開発

・基礎生活支援

・農業開発

(2) 当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性

ウガンダ政府は国家開発目標を達成するために、道路分野において道路整備

10 ヵ年計画(RSDP ‘96～’05)を策定し、国内の道路整備を急いでいる。1997 年

に我が国が実施した開発調査「カンパラ主要道路改善計画調査」はこの道路整

備 10 ヵ年計画の一環として実施されたものである。今回整備の対象であるナテ

テ、ガバ道路は、この開発調査によって選定されたものであり、改修が必要な道

路の中でも最優先プロジェクトとして位置付けられている。

3. 協力対象事業目的協力対象事業目的協力対象事業目的協力対象事業目的 カンパラ市内のナテテ、ガバ両道路を改修することにより、交通容量を増加させ、

交通環境を改善する。

4. 協力対象事業内容協力対象事業内容協力対象事業内容協力対象事業内容 (1) 対象地域対象地域対象地域対象地域

ウガンダ国カンパラ市(首都)

(2) アウトプットアウトプットアウトプットアウトプット

ナテテ道路(3.8km)、ガバ道路(7.9km)が改修される。

(3) インプットインプットインプットインプット

[日本側日本側日本側日本側]
車道改修、歩道設置、排水施設整備、バスベイ設置、交通標識設置、ナテテ道

路バクリ交差点およびガバ道路キブリ交差点の信号化、ガバ道路カバラガラ交

差点の整備

[ウガンダ側ウガンダ側ウガンダ側ウガンダ側]
土地収用、交差点周辺道路照明設置、信号交差点の無停電対策実施、植樹

(4) 総事業費総事業費総事業費総事業費

概算事業費 12.52 億円（日本側 7.09 億円、ウガンダ側 5.43 億円）

(5) スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール

詳細設計期間を含め 18.0 ヶ月の工期を予定。

(6) 実施体制実施体制実施体制実施体制

主管官庁：公共事業住宅通信省

実施機関：公共事業住宅通信省交通計画部



5. プロジェクトの成果プロジェクトの成果プロジェクトの成果プロジェクトの成果 (1) プロジェクト裨益対象の範囲および規模プロジェクト裨益対象の範囲および規模プロジェクト裨益対象の範囲および規模プロジェクト裨益対象の範囲および規模

裨益地域：カンパラ市住民

裨益人口：約 120 万人

(2) 事業目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標事業目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標事業目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標事業目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標

現在 完成後 完成後5年 現在 完成後 完成後5年

(2002) (2004) (2009) (2002) (2004) (2009)

ナテテ道路 7,100 7,900 10,000 3 1 1

ガバ道路 13,000 14,700 18,500 3 1 1

加重平均合計 11,000 12,500 15,700 - - -

平均交通量の増加 （単位：台/日) 交差点滞留時間の短縮 （単位：分）

＊　交通量：開発調査(1997 年)予測値をベースに算定

＊＊交差点滞留時間：信号交差点と無信号交差点での計測値より設定

6. 外部要因リスク外部要因リスク外部要因リスク外部要因リスク ・ ウ国側によって維持管理が適切に行われる必要がある。

・ ウ国側によって交通意識の高揚政策（交通規則の徹底、交通教育）が適切に

行われる必要がある。

・ 適切または秩序ある交通行政と交通管理が実施される必要がある。

7. 今後の評価計画今後の評価計画今後の評価計画今後の評価計画 (1) 事後評価に用いる成果指標事後評価に用いる成果指標事後評価に用いる成果指標事後評価に用いる成果指標

・交通量の増加

・交差点内滞留時間の短縮

(2) 評価タイミング評価タイミング評価タイミング評価タイミング

完成 5 年後の 2009 年以降。



資料－7 参考資料／入手資料リスト





資料－8 その他の資料・情報

資料 8-1 交通調査結果

Traffic Characteristics of Natete Road

Survey Survey Direction Motor Passenger Mini Bus Pick Up Truck Truck 3axle Truck 3axle Total Truck 3axle
Point Period Cycle 1 Car 2 Bus 3 4 5 2axle 6 ～Singlｅ  7 ～Artic.  8 ～9=7+8

From Kampala 602 1384 1198 106 285 85 4 3 3667 7
12 hours To   Kampala 772 1737 1717 77 382 70 9 2 4766 11

Ｎ 1 (daytime) Both Direction 1374 3121 2915 183 667 155 13 5 8433 18
From Kampala 255 751 469 27 95 16 8 5 1626 13

12 hours To   Kampala 232 501 629 10 88 11 2 3 1476 5
(night time) Both Direction 487 1252 1098 37 183 27 10 8 3102 18

From Kampala 857 2135 1667 133 380 101 12 8 5293 20
24 hours To   Kampala 1004 2238 2346 87 470 81 11 5 6242 16

Both Direction 1861 4373 4013 220 850 182 23 13 11535 36
From Kampala 316 371 1145 36 125 72 8 4 2077 12

12 hours To   Kampala 354 451 829 30 127 93 4 3 1891 7
Ｎ 2 (daytime) Both Direction 670 822 1974 66 252 165 12 7 3968 19

From Kampala
12 hours To   Kampala
(night time) Both Direction
Estimated From Kampala 433 508 1569 49 171 99 11 5 2845 16
24 hours* To   Kampala 485 618 1136 41 174 127 5 4 2591 10
(Estimated) Both Direction 970 1236 2271 82 348 255 11 8 5181 19

Traffic Characteristics of GABA Road
Survey Survey Direction Motor Passenger Mini Bus Pick Up Truck Truck 3axle Truck 3axle Total Truck 3axle

Point Period Cycle 1 Car   2 Bus  3 4 5 2axle 6 ～Singlｅ  7 ～Artic. 8 ～9=7+8

From Kampala 648 2736 1596 5 594 164 24 0 5767 24

12 hours To   Kampala 687 2784 1722 0 682 176 25 2 6078 27

G 1 (daytime) Both Direction 1335 5520 3318 5 1276 340 49 2 11845 51

From Kampala 337 1493 686 0 204 68 14 1 2803 15

12 hours To   Kampala 294 1070 643 0 141 39 10 2 2199 12

(night time) Both Direction 631 2563 1329 0 345 107 24 3 5002 27

From Kampala 985 4229 2282 5 798 232 38 1 8570 39

24 hours To   Kampala 981 3854 2365 0 823 215 35 4 8277 39

Both Direction 1966196619661966 8083808380838083 4647464746474647 5555 1621162116211621 447447447447 73737373 5555 16847168471684716847 78787878

From Kampala 578 2629 1398 0 673 205 17 0 5500 17

12 hours To   Kampala 549 2797 1776 2 626 152 14 2 5918 16

G 2 (daytime) Both Direction 1127 5426 3174 2 1299 357 31 2 11418 33

Estimated From Kampala 821 3733 1985 0 956 291 24 0 7810 24

24 hours* To   Kampala 780 3972 2522 3 889 216 20 3 8404 23

(Estimated

)

Both Direction 1600160016001600 7705770577057705 4507450745074507 3333 1845184518451845 507507507507 44444444 3333 16214162141621416214 47474747

From Kampala 242 1314 909 4 345 110 26 4 2954 30

12 hours To   Kampala 227 1525 944 6 364 100 42 5 3213 47

G 3 (daytime) Both Direction 469 2839 1853 10 709 210 68 9 6167 77

Estimated From Kampala 344 1866 1291 6 490 156 37 6 4195 43

24 hours* To   Kampala 322 2166 1340 9 517 142 60 7 4562 67

(Estimated

)

Both Direction 666666666666 4031403140314031 2631263126312631 14141414 1007100710071007 298298298298 97979797 13131313 8757875787578757 109109109109

From Kampala 174 232 617 3 107 57 0 0 1190 0

12 hours To   Kampala 198 258 645 8 103 60 1 0 1273 1

G 4 (daytime) Both Direction 372 490 1262 11 210 117 1 0 2463 1

Estimated From Kampala 247 329 876 4 152 81 0 0 1690 0

24 hours* To   Kampala 281 366 916 11 146 85 1 0 1808 1

(Estimated

)

Both Direction 528528528528 696696696696 1792179217921792 16161616 298298298298 166166166166 1111 0000 3497349734973497 1111



資料 8-2 排水設計結果
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